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第

5
章

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
の

ア
ジ
ア
共
同
体
と
太
平
洋

ー

南
太
平
洋
の
超
大
国

87第5章

南
太
平
洋
の
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
位
置
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
多
数
の
弱
小
島
嶼
国
家
の
な
か
に
あ
っ
て
、
唯

一
の
大
陸
国
家
で
あ
り
、
国
土
も
大
き
く
、
一
定
の
程
度
の
経
済
力
を
も
つ
。
ま
た
、
歴
史
的
に
い
っ
て
も
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
け
が
入
植
に
よ
っ
て
成
立
し
た
国
家
で
あ
り
、
社
会
的
背
景
が
他
と
は
大
き
く
異
な

る
。
一
定
の
国
際
的
影
響
力
も
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
こ
の
地
域
で
は
超
大
国
と
い
え
る
。
世
界
的
に
は
ミ
ド
ル

パ
ワ
ー
で
あ
る
も
の
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
身
は
大
国
意
識
を
も
つ
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
が
一
七
七

0
年
に
英
国
国
王
の
名
に
お
い
て
領
有
宣
言
を
行
っ
た
の
が
現
在
の
建
国
へ
の
道

の
り
の
始
ま
り
と
い
え
る
が
、
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
リ
ー
ト
」
と
よ
ば
れ
る
、
最
初
の
移
民
船
が
到
着
し
た
の
は
、
一
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七
八
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
本
格
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ヘ
の
入
植
は
は
じ
ま
っ
た
。
一
七
七
五
年
に
ア
メ

リ
カ
独
立
戦
争
が
起
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
替
流
刑
地
と
し
て
入
植
が
始
め
ら
れ
た
の
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
を

て
つ

ふ
ま
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
入
植
地
で
は
、
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
当
初
か
ら
イ
ギ
リ
ス
と
の
強
い
紐
帯
を
維
持

す
る
統
治
政
策
が
展
開
さ
れ
た
。
独
立
国
家
と
し
て
認
め
た
の
ち
も
、
本
国
の
都
合
に
よ
っ
て
は
英
帝
国
に
一
体
化
で

き
る
よ
う
な
精
神
性
が
意
識
的
に
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
は
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ

ダ
に
比
し
て
、
非
常
に
強
い
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
七

0
年

代
ま
で
続
く
白
豪
主
義
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
お
り
、
一
九
九
九
年
に
国
民
投
票
で
共
和
制
へ
の
移
行
が
否
決
さ
れ
た
こ

と
に
も
、
そ
し
て
現
在
も
英
連
邦
の
一
員
で
あ
り
つ
づ
け
、
国
家
元
首
と
し
て
英
国
元
首
を
い
だ
き
つ
づ
け
て
い
る
こ

と
に
も
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
国
籍
法
、
市
民
権
法
も
、
一
九
四
九
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
制
定
さ
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
植
民
地
時
代
を
含
め
て
、
二

0
0年
あ
ま
り
の
歴
史
し
か
持
た
ず
、
植
民
地
を
脱
し
自
律
的
に

対
外
的
な
外
交
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一

0
0
年
あ
ま
り
の
新
し
い
国
な
の
で
あ
る
（
齋
藤
、
二

o
o

九
年
）
。
こ
の
国
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
、
そ
の
歴
史
の
初
期
か
ら
各
場
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
し
、

大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
例
え
ば
日
本
で
も
昨
今
、
関
心
の
大
き
な

T
P
P
（
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
:
T
r
a
n
s
 ,
 
Pacific P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
)
の
締
結
拡
大
へ
の
尽
力
（
小
林
、
二

0
0
五
年
）
な
ど
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
位
置
す
る
国
と
し
て
、
力
を
発
揮
し
よ
う
と
し
て
い
る
国
際
的
場
面
も
目
立
つ
。

本
章
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
と
の
関
係
、
そ
の
変
化
と
現
在
に
つ
い
て
、
歴
史
に
て
ら
し
、
こ
の

地
域
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
役
割
、
関
係
性
を
論
ず
る
。
そ
の
う
え
で
、
ア
ジ
ア
共
同
体
の
可
能
性
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
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入
植
の
歴
史
と
ア
ジ
ア
太
平
洋

オーストラリアにとってのアジア共同体と太平洋

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
へ
の
入
植
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
七
八
八
年
に
流
刑
地
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
一

七
九
三
年
に
は
自
由
移
民
が
は
い
り
は
じ
め
、
流
刑
囚
の
移
送
は
一
八
六
八
年
に
終
了
し
た
。
以
降
も
、
ア
ン
グ
ロ
サ

ク
ソ
ン
、
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
移
民
が
流
入
し
て
い
っ
た
。

一
八
五
一
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
で
、
金
鉱
が
発
見
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
た
。
そ
の
こ
ろ

か
ら
人
口
は
急
増
し
、
一
八
四

0
年
に
四

0
万
人
だ
っ
た
人
口
は
、
一
八
七

0
年
に
は
、
一
六
四
万
人
ま
で
増
加
し
た
。

中
国
人
労
働
者
が
安
価
な
年
季
契
約
労
働
者
と
し
て
動
員
さ
れ
、
そ
の
数
は
増
え
て
い
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も
、

例
え
ば
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
園
が
つ
く
ら
れ
、
砂
糖
産
業
が
興
隆
し
た
。

こ
の
産
業
に
は
、
安
価
な
労
働
力
と
し
て
南
太
平
洋
の
ソ
ロ
モ
ン
な
ど
か
ら
カ
ナ
カ
（
ぞ
m
a
k
a
)
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、

強
制
を
伴
う
よ
う
な
形
で
連
行
さ
れ
、
厳
し
い
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
農
場
主
や
開
発
者
側
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
か
ら
の
安
価
で
、
勤
勉
な
労
働
力
を
求
め
、
そ
れ

を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
白
人
労
働
者
た
ち
は
、
有
色
人
種
の
労
働
者
に
対
し
て
次
第
に
不
満
を
募
ら

せ
、
自
分
た
ち
の
労
働
市
場
に
対
す
る
敵
と
み
て
、
排
斥
運
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
特
に
、
鉱
山
で
は
、

厳
し
い
労
働
環
境
と
、
全
体
的
な
収
入
の
減
少
な
ど
、
困
難
と
不
満
の
矛
先
が
中
国
人
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九

0
一
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
が
成
立
し
た
。
新
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
白
人
労
働
者
に
と
っ
て
の
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敵
と
な
る
、
安
価
な
労
働
者
を
排
斥
す
る
目
的
で
、
「
有
色
人
種
」
を
排
斥
す
る
白
豪
主
義
を
移
民
政
策
と
し
た
。
中

国
人
労
働
者
と
の
頻
発
す
る
軋
礫
や
衝
突
を
背
景
と
し
て
、
移
民
制
限
法
を
議
会
で
通
過
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
「
白
い
」
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
ろ
う
と
す
る
強
い
意
識

を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
ら
を
強
く
団
結
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
移
民
制
限
法
は
、
有
色
人
種
に
対

し
て
、
外
国
語
の
書
き
取
り
試
験
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
望
ま
な
い
移
民
を
排
除
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
一
九
五
八
年

ま
で
続
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
っ
た
（
藤
川
、
一
九
九

0
年）。

こ
の
よ
う
に
、
正
式
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
家
と
し
て
の
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
っ
た
始
ま
り
に
、
「
白
豪
主
義
」

と
い
う
、
強
い
白
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
打
ち
出
す
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
と
、

南
太
平
洋
か
ら
の
移
民
に
対
す
る
強
い
反
発
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
を
み
る
と
そ
の
始
ま
り

か
ら
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
と
い
う
要
素
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

3
 
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
外
協
力

一
九
―
四
年
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
ド
イ
ツ
が
敗
北
し
た
結
果
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
．
ア
島
北
部
が
オ
ー
ス

(
l
)
 

ト
ラ
リ
ア
の
国
際
連
盟
委
任
統
治
領
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
初
め
て
の
正
式
の
在
外
領
で

あ
り
、
一
九
一
七
年
に
は
太
平
洋
局
が
設
置
さ
れ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
連
邦
成
立
ま
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
独

立
国
で
は
な
く
、
外
交
も
含
め
て
イ
ギ
リ
ス
が
担
い
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
を
治
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
以
降
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
力
は
後
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
本
格
的
な
対
外
援
助
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五

0
年
代
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
一
九
五

0
年
に
、
英
連
邦
外
相
会
議
が
開
か
れ
「
コ
ロ
ン
ボ
計
画
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
植
民
地
か
ら
独
立
し
た

開
発
途
上
国
援
助
の
た
め
に
、
経
済
社
会
開
発
と
生
活
水
準
向
上
を
目
指
し
て
の
援
助
計
画
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
東
南
ア
ジ
ア
の
共
産
化
を
防
ぐ
目
的
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
大
量
の
留
学
生
を
招
へ
い
す
る
等
、

こ
の
地
域
へ
の
本
格
的
な
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
地
域
の
政
治
的
、
経
済
的
安
定
が
自
国
の
安
全
保
障
に
重

要
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
弱
ま
る
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
の
も
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
イ
ギ
リ
ス
の

肩
代
わ
り
と
し
て
援
助
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
小
林
、
二

0
0
五
年
）
。

一
方
、
太
平
洋
の
島
嶼
諸
国
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
は
、
い
わ
ば
身
内
の
国
家
群
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

信
託
統
治
領
で
あ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
三
国
、
フ
ラ
ン
ス
領
の
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
と
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
以
外
の
域
内

国
家
は
、
全
て
英
連
邦
の
国
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
を
通
じ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
は
経

済
的
、
社
会
的
、
政
治
的
関
係
が
強
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、
ナ
ウ
ル
、
キ
リ
バ
ス
、
ツ
バ
ル
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
を
通
貨
と
し
、
ウ
エ
ス
ト
パ
ッ
ク
銀
行
、

A

N
Z
銀
行
と
い
っ
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
要
銀
行
が
、
域
内
金
融
業
務
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、
島
嶼
国
政
府
の

専
門
家
、
技
術
者
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
裁
判
官
、
大
学
教
員
な
ど
や
、
航
空
、
海
運
、
通
信
な
ど
の
主
要
な
民
間
会
社

の
幹
部
に
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
多
く
派
遣
さ
れ
た
。
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
や
、
そ
の
他
の
国
家
制
度
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
の
ち
も
継
続
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
地
図
の
中
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
要
と
し
て

の
積
極
的
役
割
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
際
的
な
プ
レ

ゼ
ン
ス
の
問
題
に
直
結
し
て
い
た
。

第5章91 
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4

多
文
化
主
義
国
家
へ
の
変
貌

第
二
次
大
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
国
力
の
回
復
が
急
務
で
あ
っ
た
。
人
口
増
加
二
％
が
目
標
と
し
て
設
定

さ
れ
、
移
民
増
加
計
画
が
た
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
も
こ
の
戦
争
で
は
戦
場
と
な
っ
た
国
も
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
に
復
興
が
必
要
な
状
況
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
民
を
送
り
出
す
余
裕
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
移
民
受
け
入
れ
国
の
範
囲
を
次
第
に
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

そ
し
て
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
地
域
と
、
多
く
の
地
域
か
ら
の
移
民
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
は
緩
や
か
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
世
界
の
情
勢
に
も
変
化
が
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
を
へ
て
、
各
植
民
地
は
独
立

し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
旧
宗
主
国
は
そ
の
利
権
を
手
放
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
も
同
様
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
政
治
的
影
響
力
は
減
退
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
の
後
ろ
盾
な
し
に
、

地
域
の
国
々
と
の
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
複
数
の
社
会
的
条
件
を
背
景
と
し
て
、
言
語
テ
ス
ト
に
よ
る
移
民
制
限
は
廃
止
さ
れ
、
一
九
五
九
年
に

は
有
色
人
種
の
市
民
権
獲
得
を
許
可
し
た
。
こ
う
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
白
豪
主
義
は
終
焉
を
む
か
え
た
。
一
九

六
四
年
に
は
、
移
民
省
同
化
局
の
名
称
は
、
統
合
局
へ
変
更
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七

0
年
代
に
は
い
る
こ
ろ
に
は
、

ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
政
権
の
も
と
、
国
の
移
民
の
受
け
入
れ
方
針
は
、
多
文
化
主
義
へ
と
大
き
く
舵
を
切
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
（
関
根
、
一
九
八
八
年
）
。

多
文
化
主
義
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
の
異
な
る
文
化
を
維
持
、
尊
重
す
る
た
め
の
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政
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
公
式
文
書
の
多
言
語
で
の
印
刷
、
公
的
な
通
訳
サ
ー
ビ
ス
、
各
国
語
で
の
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
の
サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
た
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
局
の
設
立
、
各
国
語
の
新
聞
な
ど
、
が
推
進
さ
れ
た
。
学
校
教

育
に
お
い
て
も
子
供
た
ち
の
異
な
る
文
化
背
景
を
積
極
的
に
維
持
さ
せ
る
方
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
主
流

社
会
の
子
ど
も
た
ち
に
多
文
化
的
状
況
へ
の
理
解
を
広
げ
る
こ
と
も
同
時
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
（
窪
田
、
一
九
九
三
年
）
。

そ
の
な
か
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
態
度
を
象
徴
し
て
い
た
と
い
え
る
の
が
、
小
中
学

校
で
の
第
二
外
国
語
教
育
で
あ
っ
た
。
一
九
八

0
年
代
、
多
く
の
州
で
、
そ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
か

わ
り
、
日
本
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
中
国
語
が
選
択
的
に
教
育
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
地
理
的
に
よ
り
近
く
重
要
性
の

高
い
国
々
の
言
葉
を
学
び
理
解
を
深
め
よ
う
、
と
い
う
動
き
で
あ
っ
た
。
異
な
る
多
様
な
民
族
文
化
の
伝
統
を
重
視
し
、

多
様
性
を
み
と
め
、
尊
重
す
る
多
文
化
の
国
へ
と
変
貌
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
と
い
え
る
。

そ
し
て
対
外
援
助
政
策
も
、
こ
の
国
の
目
指
す
「
国
の
か
た
ち
」
が
多
文
化
的
な
も
の
に
か
わ
る
と
と
も
に
、
変
化

し
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
紐
帯
を
な
に
よ
り
も
重
視
し
、
「
白
い
」
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
ろ
う
と
し

て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
あ
る
国
と
し
て
大
き
く
変
貌
し
た
。
一
九
七
一
年
に
は
、

O
E

C
D
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
に
参
加
し
、
包
括
的
地
域
組
織
の
理
念
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
一
九
七
八

年
に
、
大
平
首
相
が
「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
」
を
提
唱
、
フ
レ
ー
ザ
ー
豪
首
相
の
賛
同
を
得
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
九

八
0
年
九
月
に
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
を
土
台
と
し
て
、
ホ
ー
ク
豪
首
相
が
、
一
九
八
九
年
に

A

P
E
C
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
機
構

(Asia
Pacific E
c
o
n
o
m
i
c
 Cooperation)
を
提
唱
し
、
発
足
さ
せ
た
（
斎
藤
、

二
0
0
九
年
）
。
こ
れ
は
、

A
S
E
A
N
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
六
ヵ
国
に
加
え
て
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
、
緯
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
な
る
―
ニ
ヵ
国
で
発
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
こ
の
組
織
を
主
導
し
た
こ
と
に
、
奇
異
の
観
を
も
つ
人
々
も
多
か
っ
た
。
当
時
、
ア
ジ
ア
の
各
国
か
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ら
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
地
域
の
一
員
と
は
見
ら
れ
て
い
た
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
継
続
的
な
関
与
も
あ
っ
て
、

A
P
E
C
参
加
国
は
、
ニ
ー
カ
国
に
増
加
し
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
経
済
連
合
組
織
と
し
て
年
一
回
の
首
相
、
外
相
、
経
済
担
当
相
に
よ
る
各
閣
僚
級
会
議
を
開
催

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
重
要
な
経
済
連
携
の
組
織
と
し
て
、
地
域
協
力
に
よ
っ
て
、
世
界
貿
易
機
関

(
W

T
o
)
の
も
と
、
域
内
の
貿
易
、
投
資
の
自
由
化
、
自
由
貿
易
体
制
の
維
持
、
発
展
を
目
的
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
斎
藤
、
前
掲
書
）
。

ま
た
、
二

0
0
八
年
に
は
、
ラ
ッ
ド
首
相
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
共
同
体

(Asia,
 
Pasific C
o
m
m
u
n
i
t
y
)
構
想
を
発

表
す
る
な
ど
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
、
こ
の
地
域
で
の
影
響
力
を
持
ち
続
け
、
か
つ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

5
 
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
と
援
助
政
策

多
文
化
主
義
時
代
に
入
る
こ
ろ
か
ら
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
外
援
助
政
策
は
、
国
内
外
の
状
況
の
変
化
と
と
も

に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
七

0
年
代
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
の
時
期
に
は
、
国
内
で
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
政
権
の
も
と
、
大
き
く

政
治
の
方
向
性
が
変
わ
り
、
労
働
者
、
先
住
民
保
護
、
多
様
性
重
視
の
方
向
性
が
は
っ
き
り
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
対
外
援
助
に
つ
い
て
は
し
か
し
、
植
民
地
時
代
の
自
治
政
府
の
援
助
の
在
り
方
が
、
継
続
的

に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
委
任
統
治
領
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
は
財
政
援
助
が
集
中
的
に
行
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わ
れ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
、
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
S
P
F
:
 So
u
t
h
 Pacific 

F
o
r
u
m
)

が
設
立
さ
れ
、
地
域
の
経
済
開
発
に
尽
力
し
て
い
た
。
こ
の
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
組
織
で
あ
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
拠
出
す
る
分
担
金
が
も
っ
と
も
多
く
、
太
平
洋
諸
島
国
家
へ
の
責
任
を
自
認
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
小

林
、
二

0
0
五
年
）
。

そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
労
働
党
政
権
が
一
九
九
六
年
ま
で
続
く
。
ホ
ー
ク
首
相
、
キ
ー
ジ
ン
グ
首
相
の
も

と
、
労
働
者
の
保
護
、
福
祉
の
充
実
と
と
も
に
、
多
文
化
主
義
、
先
住
民
権
利
回
復
な
ど
が
強
く
推
進
さ
れ
た
時
期
で

あ
っ
た
。
こ
の
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
の
時
期
の
対
外
援
助
で
は
、

O
D
A
事
業
が
拡
大
さ
れ
、
本
格
的

な
援
助
事
業
が
展
開
さ
れ
は
じ
め
た
。
下
院
の
委
員
会
で
は
、
援
助
事
業
の
見
直
し
作
業
も
行
わ
れ
た
。
一
九
八
五
年

に
ジ
ャ
ク
ソ
ン
報
告
書
と
よ
ば
れ
る
、
海
外
援
助
に
関
す
る
勧
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
援
助
、
太
平
洋
島
嶼
関
係
の
重
視
、
途
上
国
開
発
貢
献
、
国
際
社
会
全
体
へ
の
広
い
貢
献
が
進
言
さ
れ
た
。
当

時
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
多
文
化
主
義
を
強
く
推
進
し
て
い
た
時
期
に
当
た
り
、
太
平
洋
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
と
の
関

係
を
強
め
よ
う
と
の
意
図
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
る
。
対
外
援
助
の
方
針
に
は
、
多
文
化
的
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
目
指
す

政
策
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
、
国
内
的
に
は
先
住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ヘ
の
政
策
も
大

き
く
変
わ
る
。
労
働
党
政
権
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
土
地
権
を
北
部
準
州
に
お
い
て

認
め
、
そ
の
権
利
回
復
に
向
け
て
動
き
出
し
た
（
窪
田
、
二

0
―
四
年
）
。
移
民
問
題
だ
け
で
な
く
、
異
な
る
文
化
的

背
景
の
集
団
へ
の
寛
容
さ
が
際
立
っ
た
時
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
九
六
年
に
は
久
し
ぶ
り
に
自
由
党
が
政
権
に
つ
き
、
二

0
0
七
年
ま
で
の
長
期
政
権
を
握
る
。
こ
の
間
、
首
相

の
ハ
ワ
ー
ド
は
、
復
古
主
義
的
と
も
よ
べ
る
方
針
を
次
々
と
打
ち
出
し
た
。
移
民
に
つ
い
て
も
、
先
住
民
に
か
か
わ
っ
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て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
一
九
九
七
年
ー
ニ

0
0
一
年
の
対
外
援
助
に
つ
い
て
は
、
に
は
「
シ
モ
ン
ズ
勧
告
」

（
一
九
九
七
年
）
と
い
う
、
海
外
援
助
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
援
助
予
算
の
複
数
年

度
化
、
基
金
の
設
立
、
他
国
と
の
連
携
と
協
調
な
ど
が
進
言
さ
れ
、
一
九
八
五
年
以
降
行
わ
れ
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
対
外
援
助
が
、
理
想
主
義
と
人
道
主
義
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
が
批
判
的
に
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
多
文
化
主
義
へ
の
批
判
も
表
面
化
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
国
内
の
社
会
状
況
を
反
映
す
る
内
容
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
こ
の
流
れ
は
現
在
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
経
済
的
負
担
を
背
景
と
し
て
援
助
と
介
入
を
同
時
に
行
う
と

い
う
援
助
へ
の
姿
勢
が
み
て
取
れ
る
。

6

さ
ら
な
る
変
化
へ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
多
文
化
主
義
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
一
九
九

0
年
代
に
入
る
と
そ
の
体
制
へ
の
批

判
も
あ
ら
わ
れ
、
回
顧
主
義
的
な
移
民
政
策
が
表
面
化
す
る
な
ど
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
期
を
経
験
し
て
き
た
。
共

和
制
移
行
に
つ
い
て
の
国
民
投
票
の
否
決
や
、
歴
史
観
の
見
直
し
な
ど
、
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
白
豪
主
義
の
時
代
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
し
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
情
勢

の
中
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
と
の
関
係
は
さ
ら
に
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
―
っ

に
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
的
興
隆
が
あ
る
。
資
源
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
、
中
国
、
イ
ン
ド
を
は
じ

め
と
す
る
新
興
ア
ジ
ア
各
国
は
、
重
要
な
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、

A
P
E
C
で
の
議
論
、

そ
し
て
こ
れ
を
通
じ
て
模
索
さ
れ
て
い
る
、

T
P
P
の
締
結
拡
大
へ
の
動
き
に
む
け
た
交
渉
も
あ
り
、
地
域
間
関
係
は
、
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新
た
な
時
代
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
、
太
平
洋
地
域
の
島
嶼
国
各
国
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
除
い
て
経
済
的
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
う
る
力
を
経

済
力
を
持
つ
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
こ
の
地
域
の
政
治
的
安
定
は
重
要
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
問
題
の
後
遺
症
や
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
の
民
族
対
立
な
ど
、
紛
争
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
安
定
的
な
経
済
発
展
を
に
ら
み
、
経
済
協
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
つ
い

て
も
新
た
な
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
二

0
0
八
年
頃
か
ら

A
P
E
C
を
中
心
に
、
繰
り
返
し
「
ア
ジ
ア
共
同
体
」
と
い
う
構
想
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
確
か
に
経
済
的
有
用
性
が
見
込
め
る
計
画
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
の
植
民
地
統
治
と
そ

の
の
ち
の
関
係
を
ふ
く
め
、
歴
史
に
お
け
る
様
々
な
負
の
遺
産
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
歴
史
認
識
の
違
い
、
領
土
問
題

な
ど
、
こ
の
地
域
は
、
と
て
も
簡
単
に
解
決
で
き
る
こ
と
は
な
い
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
た
と
え
現
在
の
よ
う
に
冷
え

込
ん
だ
国
際
関
係
が
解
決
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
実
現
に
は
多
く
の
困
難
が
と
も
な
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
全
く
異
な
る
立
場
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
の
要
因
を
考
え
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
入
る
こ
と
で
東
ア
ジ
ア
、
ま
た
は
ア
ジ
ア
の
み
で
の
関
係
性
で
は
な
く
、
地

勢
的
に
異
な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
日
本
の
み
が
植
民
地
統
治
の
主
体
で
は
な
く
な
り
、
経
済
、

文
化
的
に
も
異
な
っ
た
バ
ラ
ン
ス
が
あ
ら
わ
れ
る
。
新
た
な
実
現
の
可
能
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

97第5章

注
(
1
)

一
九
四
九
年
に
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
南
東
部
と
北
東
部
が
統
合
さ
れ
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
な
り
、
西
部
は
一
九
六
二
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年
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
領
、
そ
の
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

(
2
)
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
、
入
植
以
降
、
迫
害
の
歴
史
を
経
験
し
て
き
た
。
一
九
六
七
年
に
行
わ
れ
た

国
民
投
票
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
憲
法
の
対
象
と
さ
れ
、
平
等
な
市
民
権
を
手
に
し
た
。
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
土
地
権
は
、
一
九

六
0
年
代
初
め
か
ら
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
労
働
党
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
土
地
権
を
選
挙
の
争
点
の
一
っ
と
し
て
あ
げ
、

そ
の
政
権
の
も
と
一
九
七
二
年
に
、
は
じ
め
て
北
部
準
州
に
お
い
て
ア
ボ
リ
ジ
ニ
土
地
権
法
が
成
立
し
た
。
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